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環境学習講座案内利用に際して

　こんにちは。私は中学２年生の美穂です。
　学校で「地球環境問題について調べなさい」という宿題が出
されて、今、がんばっている最中です。
　
　このところ、テレビや新聞では「このままでは地球が危な
い」ってしきりに言ってるし、環境問題の本もたくさん出てい
るみたいですね。
　でも、いま一つ身近じゃないし、調べようにもどこから手をつけたらよいか分からない
んですよね…。お父さんに聞いてもテレビで聞くようなことしか言わないし…。
　ただ、私なりに少し調べたかぎりでは、「このままでは自分たちが大人になったときは
今よりもっと住みにくくなる」ことだけは、分かってきました。

　ちょっと怖くなってきたのでお父さんに相談したら、地球温暖化防止に向けた活動をし
ている温暖化  とめるっちゃネットワーク  やまぐちを紹介してくれたんです。そして、
この団体には、いろいろな環境活動をしている人が講師になって、私たちに環境について
さまざまなことを教えてくれる講座があることを知りました。とめ麻呂くんというかわい
いマスコット・キャラクターも、お気に入りになりました。

　この団体では、園児から一般の人までを対象にした４９もの講座があります。私の学校
の先生たちも、環境学習については、ずいぶん苦労されているので、さっそく明日教えて
あげようと思います。
　　　　　　　　　　
　今日私が質問したいことは、とめ麻呂くんが答えてくれているので、とりあえず明日は
これをまとめて持って行くことにします。

　でも、講座紹介を読んでみると、環境問題って、幅広くて、
奥が深くて、興味がどんどん湧いてきて、もっともっと知
りたくなります。学校の先生や幼稚園・保育園の先生、そ
して大人の人も、講座をどんどん利用してほしいな…。
　多くの人が、環境問題を勉強して、みんなで明るい未来
を創るために…。
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　最近では、「地球を救う○○の方法」といった類の方法論が、世間をにぎわせています。その一

方では、「がんばってエコドライブに気を配っても、電気をこまめに消しても、世の中は一向に変

わったようには見えないし、あれもこれも考えていると疲れてしまう。」といった声も聞かれます。

加えて、「環境問題は『～するな』といった規制事項と『ゴミは分別しろ』といったしつけ教育的

な強制事項が多くて・・・・・窮屈な話ばっかり。」という声を耳にするのも事実です。

　私たち温暖化  とめるっちゃネットワーク  やまぐちの会員一同は、こうした声にお応えするた

め、環境問題の本質に迫る“むずかしい話”や“説教くさい話”のみにこだわることなく、バラ

ンスの取れた環境学習メニューをつくることにし、まずは小・中・高等学校及び幼稚園を対象に

したアンケートを実施しました。

　アンケートでは、「授業の中で」及び「まとまった時間を確保」して環境学習を実施している積

極的な回答は62％にとどまっています。一方、今後の外部講師の活用意向については、82％が肯

定的にとらえていることも分かりました。

　　　

　

　　　　

　私たちは、この声を出発点に、環境学習メニューを提供します。そして、この講座案内を手に

された皆さまにお伝えしたいことがあります。

　　　　　知識によって繰り広げられる認識は、限りがあります

　　　　　しかし意識によってその認識は何倍にもすることができます
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